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      サポートデスク：045-225-1651 

（受付時間 営業日の午前９時～午後５時）

 

 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
 
商 品 分 類 追加型投信／内外／債券 

信 託 期 間 2017年12月28日から2028年６月５日 

運 用 方 針 
投資信託財産の中長期的な成長を目指して運用を

行います。 

主要投資対象 

マニュライフ・インベストメント・マネジメント

（ＵＳ）ＬＬＣが運用する「ストラテジック・インカ

ム・ファンド クラスＡ（円建て為替ヘッジあり）」

を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 

投資信託証券への投資割合には制限を設けません。 

株式への直接投資は行いません。 

外貨建資産への直接投資は行いません。 

デリバティブの直接利用は行いません。 

分 配 方 針 

毎年３月、６月、９月、12月の各５日（休業日の場

合は翌営業日）に決算を行い、収益の分配を目指し

ます。 

分配金額については、委託会社が基準価額水準、市

場動向等を勘案して決定します。ただし、分配対象

額が少額の場合には分配を行わないことがあります。 

※ ただし、第１期の決算時においては収益分配を行

いません。 

 

スカイオーシャン・ 
世界債券戦略ファンド 
（為替ヘッジあり） 

運 用 報 告 書（全 体 版） 

第７期（決算日 2019年９月５日） 

第８期（決算日 2019年12月５日） 

 
 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげます。

さて、「スカイオーシャン・世界債券戦略ファンド（為

替ヘッジあり）」は2019年12月５日に第８期の決算を

行いました。 

ここに期間中の運用状況についてご報告申しあげ

ます。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますよう、お願い申しあ

げます。 
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スカイオーシャン・世界債券戦略ファンド（為替ヘッジあり） 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ 百万円 

2017年12月28日 10,000 － － － 580 

１期(2018年３月５日) 9,898 － △1.0 99.1 820 

２期(2018年６月５日) 9,659 10 △2.3 99.0 1,054 

３期(2018年９月５日) 9,521 10 △1.3 99.1 1,024 

４期(2018年12月５日) 9,422 10 △0.9 98.9 982 

５期(2019年３月５日) 9,510 10 1.0 98.8 922 

６期(2019年６月５日) 9,628 10 1.3 98.5 927 

７期(2019年９月５日) 9,908 10 3.0 98.5 986 

８期(2019年12月５日) 9,816 10 △0.8 98.2 945 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 
（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額です。 
（注） 設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。 
（注） 当ファンドの運用の基本方針に適した指数が存在しないため、ベンチマーク及び参考指数を特定しておりません。 

 

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

第７期 

(期  首) 円 ％ ％ 

2019年６月５日 9,628 － 98.5 

６月末 9,741 1.2 98.4 

７月末 9,755 1.3 98.7 

８月末 9,897 2.8 98.4 

(期  末)    

2019年９月５日 9,918 3.0 98.5 

第８期 

(期  首)    

2019年９月５日 9,908 － 98.5 

９月末 9,828 △0.8 98.2 

10月末 9,833 △0.8 98.7 

11月末 9,827 △0.8 99.2 

(期  末)    

2019年12月５日 9,826 △0.8 98.2 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 
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スカイオーシャン・世界債券戦略ファンド（為替ヘッジあり） 

○運用経過 (2019年６月６日～2019年12月５日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、作成期首（2019年６月５日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドの主な投資対象である「ストラテジック・インカム・ファンド クラスＡ（円建て為替ヘッジあ

り）」の基準価額（分配金再投資ベース）が上昇したことから、当ファンドの基準価額（分配金再投資ベース）

も上昇しました。 

 

  
（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。騰落率は前作成対象期間末（2019年６月５日）からのものです。 

（注） 騰落率は分配金再投資ベースです。 

  

作成期間中の基準価額等の推移 
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スカイオーシャン・世界債券戦略ファンド（為替ヘッジあり） 

 

米国10年国債利回りは、作成期初に2.1％台で始まった後、軟調な米国経済指標や世界経済停滞への懸念、

および約10年半ぶりとなる2019年７月のFRB（米連邦準備制度理事会）による利下げを背景に米国債利回りは

低下しました。８月には米中貿易摩擦の激化懸念の強まりや、約12年ぶりに２年物国債と10年物国債の利回り

が逆転した（逆イールド）ことで景気後退が懸念されたことなどから、米国債利回りは大きく低下しましたが、

９月から作成期末にかけては、米中貿易摩擦の緩和期待が高まったことから、米国債利回りは反発し、1.8％

台で作成期末を迎えました。 

米投資適格社債は、米国債利回りの低下や堅調な企業業績などを背景に上昇しました。米ハイ・イールド債

券は、米国債利回りの低下や、安定的な利息収入などを背景に上昇しました。 

その他先進国では、欧州経済の減速懸念からECB（欧州中央銀行）が追加金融緩和政策を発表し、オースト

ラリアでも利下げを実施したことなどから、多くの先進国で国債利回りが低下しました。新興国でも、景気下

支えのために各国で利下げが相次いだことなどを背景として、全体としては国債利回りが低下しました。 

 

外国為替市場では、米ドルは対円で小幅上昇（円安）しました。作成期初１米ドル108円台で始まった後、

2019年６月末にかけて、米中貿易摩擦の激化や世界的な景気減速への懸念、米国の利下げ観測の強まりなどか

ら円が上昇しました。７月には米ドルが上昇する局面もありましたが、８月には、米国の中国製品に対する第

４弾となる制裁関税の表明などを受けて、安全通貨とされる円を買う動きが強まったことや、米国の国債利回

りの低下を背景として円高米ドル安が105円台まで進行しました。しかし、９月以降、米中貿易摩擦の緩和期

待から米ドルが買い戻され、作成期末には作成期初より小幅に円安米ドル高となりました。 

 

 

○当ファンド 

「ストラテジック・インカム・ファンド クラスＡ（円建て為替ヘッジあり）」への投資を高位に保つ運用を

行いました。 

 

・ストラテジック・インカム・ファンド クラスＡ（円建て為替ヘッジあり） 

ポートフォリオ全体の平均残存年数については、世界景気の減速懸念、インフレ期待の低下、各国中央銀行

の金融緩和姿勢などを考慮すると、金利が急上昇する可能性は低いと考えられることから、過去の推移と比べ

て長めの水準を維持しています。債券種別では、米投資適格社債などの比率を引き上げ、米ハイ・イールド債

券、米国国債、資産証券化商品などの比率を引き下げました。通貨構成に関しては、ユーロの売建てを縮小し

た一方、カナダ・ドル、シンガポール・ドルの対米ドルヘッジポジションを追加しました。 

なお、円に対する米ドルの為替ヘッジ取引を活用し、為替リスクの低減を図りました。 

 

  

投資環境 

当ファンドのポートフォリオ 
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スカイオーシャン・世界債券戦略ファンド（為替ヘッジあり） 

 

当ファンドの運用の基本方針に適した指数が存在しないため、ベンチマーク及び参考指数を特定しており

ません。 

 

 

分配金額は、各期ごとの経費控除後の利子・配当等収益、基準価額水準等を考慮して以下の通りとさせてい

ただきました。なお、収益分配に充てず信託財産内に留保した利益については、運用の基本方針に基づいて運

用を行います。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第７期 第８期 

2019年６月６日～ 
2019年９月５日 

2019年９月６日～ 
2019年12月５日 

当期分配金 10  10  

(対基準価額比率) 0.101％ 0.102％ 

 当期の収益 10  10  

 当期の収益以外 －  －  

翌期繰越分配対象額 784  883  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

○当ファンド 

「ストラテジック・インカム・ファンド クラスＡ（円建て為替ヘッジあり）」への投資を通じて、世界の公

社債等に投資をすることで、トータル・リターン（金利収入および値上がり益）の最大化を目指します。 

 

・ストラテジック・インカム・ファンド クラスＡ（円建て為替ヘッジあり） 

米中の貿易摩擦問題、地政学リスクなどを背景に世界経済成長の減速が懸念されており、市場の高いボラ

ティリティ（価格変動性）は今後も続くと予想されます。世界経済が後退局面に入るとは予想していませんが、

上記市場環境をふまえ、投資資産のバリュエーション、利回り、流動性、リスクを十分に理解したうえで、バ

ランスをとった分散投資を行うことが重要と考え、金利リスク、信用リスク、流動性リスクを抑えた運用を続

けています。 

世界景気の減速懸念、インフレ期待の低下、各国中央銀行の金融緩和姿勢などを考慮すると、金利が急上昇

する可能性は低いと考えられることから、ポートフォリオの平均残存年数を比較的長めの水準としつつ、各国

の金融政策や経済状況に応じて機動的に調整する方針です。今後の金利変動に影響を与える材料として、米中

貿易交渉の行方、中国の追加景気刺激策、各国中央銀行の金融政策などに注視します。 

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 
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スカイオーシャン・世界債券戦略ファンド（為替ヘッジあり） 

米国国債、資産証券化商品（MBS（不動産担保証券）やABS（資産担保証券）など）はリスク分散のために保

有します。投資適格社債は、比較的利回りが高く、堅調な企業業績や高い流動性を考慮すると投資妙味がある

と思われますが、業種、格付け、発行体によるパフォーマンスの差に留意し、慎重に投資を行う方針です。ハ

イ・イールド債券については、信用力の急激な悪化は予想されませんが、業種、格付け、発行体によるパフォー

マンスの差が生じると考えており、選別的に投資を行います。米国以外の先進国国債では、信用力があり、比

較的利回りの高い銘柄を保有する方針です。新興国については、低格付けや債券価格の不安定な銘柄は避け、

経常赤字や対外債務、対中依存度などに注視し、慎重かつ選別的な投資を行うことによって、先進国に対する

分散効果や高い利回りが期待できると考えます。 

通貨に関しては、長期的には米国と他の主要国との金利差が縮小していくと考えられることから、米ドルの

上昇トレンドは続かないと予想します。ただし、短期的には不透明感の強い局面やボラティリティの高い局面

に対応するために、通貨配分を機動的に調整します。 

 

・FOFs用短期金融資産ファンド（適格機関投資家専用） 

主としてわが国の公社債に投資を行い、安定した収益の確保を目指します。 
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スカイオーシャン・世界債券戦略ファンド（為替ヘッジあり） 

○１万口当たりの費用明細 (2019年６月６日～2019年12月５日) 

項 目 
第７期～第８期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 39  0.401  (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (16)  (0.165)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (22)  (0.220)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 2)  (0.016)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 0   0.003   (b)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.003)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 39   0.404    

作成期間の平均基準価額は、9,813円です。  

 
（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ご

とに小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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スカイオーシャン・世界債券戦略ファンド（為替ヘッジあり） 
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スカイオーシャン・世界債券戦略ファンド（為替ヘッジあり） 

○売買及び取引の状況 (2019年６月６日～2019年12月５日) 

 

 

銘 柄 
第７期～第８期 

買 付 売 付 
口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 口 千円 口 千円  
ストラテジック・インカム・ファンド クラスＡ（円建て為替ヘッジあり） 227,875 205,843 209,424 189,000  

 
（注） 金額は受け渡し代金。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年６月６日～2019年12月５日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2019年６月６日～2019年12月５日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2019年６月６日～2019年12月５日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2019年12月５日現在) 

 

銘 柄 
第６期末 第８期末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 口 口 千円 ％ 

ＦＯＦｓ用短期金融資産ファンド（適格機関投資家専用） 50,323 50,323 49 0.0 

ストラテジック・インカム・ファンド クラスＡ（円建て為替ヘッジあり） 1,018,230 1,036,682 928,867 98.2 

合 計 1,068,553 1,087,005 928,916 98.2 
 

（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 

 

  

投資信託証券 
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スカイオーシャン・世界債券戦略ファンド（為替ヘッジあり） 

○投資信託財産の構成 (2019年12月５日現在) 

項 目 
第８期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 928,916 96.6 

コール・ローン等、その他 32,360 3.4 

投資信託財産総額 961,276 100.0 
 

（注） 比率は、投資信託財産総額に対する評価額の割合です。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第７期末 第８期末 

2019年９月５日現在 2019年12月５日現在 

  円 円 

(A) 資産 1,006,933,439   961,276,258   

 コール・ローン等 24,755,036   22,359,327   

 投資信託受益証券(評価額) 972,178,403   928,916,931   

 未収入金 10,000,000   10,000,000   

(B) 負債 19,951,692   15,678,533   

 未払収益分配金 996,187   963,366   

 未払解約金 17,050,309   12,754,222   

 未払信託報酬 1,892,200   1,934,735   

 未払利息 67   61   

 その他未払費用 12,929   26,149   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 986,981,747   945,597,725   

 元本 996,187,344   963,366,116   

 次期繰越損益金 △    9,205,597   △ 17,768,391   

(D) 受益権総口数 996,187,344口 963,366,116口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,908円 9,816円 
 

（注） 当ファンドの第７期首元本額は963,289,506円、第７～８期中追加設定元本額は226,179,259円、第７～８期中一部解約元本額は

226,102,649円です。 

（注） １口当たり純資産額は、第７期0.9908円、第８期0.9816円です。 

（注） 2019年12月５日現在、純資産総額は元本額を下回っており、その差額は17,768,391円です。 
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スカイオーシャン・世界債券戦略ファンド（為替ヘッジあり） 

○損益の状況 

項 目 
第７期 第８期 

2019年６月６日～ 
2019年９月５日 

2019年９月６日～ 
2019年12月５日 

  円 円 

(A) 配当等収益 11,993,416   12,208,544   

 受取配当金 11,998,677   12,213,807   

 支払利息 △     5,261   △     5,263   

(B) 有価証券売買損益 16,960,737   △17,558,712   

 売買益 17,683,842   1,429,146   

 売買損 △   723,105   △18,987,858   

(C) 信託報酬等 △ 1,905,129   △ 1,947,955   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 27,049,024   △ 7,298,123   

(E) 前期繰越損益金 △24,335,781   1,513,514   

(F) 追加信託差損益金 △10,922,653   △11,020,416   

 (配当等相当額) (  18,746,136)  (  23,471,134)  

 (売買損益相当額) (△29,668,789)  (△34,491,550)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △ 8,209,410   △16,805,025   

(H) 収益分配金 △   996,187   △   963,366   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △ 9,205,597   △17,768,391   

 追加信託差損益金 △10,922,653   △11,020,416   

 (配当等相当額) (  18,746,136)  (  23,471,134)  

 (売買損益相当額) (△29,668,789)  (△34,491,550)  

 分配準備積立金 59,418,279   61,672,073   

 繰越損益金 △57,701,223   △68,420,048   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

（注） 分配金の計算過程（2019年６月６日～2019年12月５日）は以下の通りです。 
 

項 目 
2019年６月６日～ 
2019年９月５日 

2019年９月６日～ 
2019年12月５日 

a. 配当等収益(経費控除後) 11,204,312円 10,260,589円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 18,746,136円 23,471,134円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 49,210,154円 52,374,850円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 79,160,602円 86,106,573円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 794円 893円 

g. 分配金 996,187円 963,366円 

h. 分配金(１万口当たり) 10円 10円 
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スカイオーシャン・世界債券戦略ファンド（為替ヘッジあり） 

○分配金のお知らせ  

 第７期 第８期 

１万口当たり分配金（税込み） 10円 10円 
 
 
 

○お知らせ 

 

 2019年６月６日から2019年12月５日までの期間に実施いたしました約款変更は以下の通りです。 
・投資対象とする投資信託証券の運用会社名称変更に伴い、投資信託約款に所要の変更を行いました。 
（変更日：2019年９月６日） 

 

約款変更について 
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当期中の運用経過と今後の運用方針

（注１）分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマン
スを示すものです。

（注２）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入金額により課税条件も異なりま
す。従って、各個人のお客様の損益の状況を示すものではありません。

（注３）分配金再投資基準価額は、2018年９月25日の値を基準価額に合わせて指数化しています。

日銀による「長短金利操作付き量的・質的金融緩和」政策が継続され、引き続き良好な国債需給環境が継続した
ことから、当期の短期国債利回りはマイナス圏で推移しました。また、日銀は当座預金の一部に△0.1％のマイナス
金利を適用する方針を維持したことから、無担保コール翌日物金利は概ね△0.08～△0.02％近辺で推移しました。
このような中、国債と比較してより利回りの高い非国債セクターの保有短期債の満期償還以降は、コールローン等
の比率を高めた運用を行いましたが、マイナス利回りや信託報酬などのコスト要因により、基準価額は小幅に下落
しました。

基準価額等の推移

第9期首 第9期末2018/9
2 310 11 12 2019/1 4 5 6 7 8 9 0

1

2

3

4

9,800

9,850

9,900

9,950

10,000

第9期首：9,920円
第9期末：9,897円（既払分配金０円）
騰落率：△0.2％（分配金再投資ベース）

基準価額（円）（左軸）
純資産総額（億円）（右軸） 分配金再投資基準価額（左軸）

基準価額の主な変動要因
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投資環境

主要投資対象である「短期金融資産 マザーファンド」の受益証券を高位に組み入れ、これを維持しました。

【「短期金融資産 マザーファンド」の運用経過】
日銀の金融緩和継続により短期国債のマイナス金利が常態化する中、国債と比較してより利回りの高い非国債セ
クターの保有短期債の満期償還以降は、コールローン等の比率を高めた運用を行い、市場運用ができない資金は
受託銀行の金銭信託へ預け入れました。

当ファンドのポートフォリオ

日銀による「長短金利操作付き量的・質的金融緩和」
政策が継続され、引き続き良好な国債需給環境が継
続したことから、当期の短期国債利回りは概ねマイナ
ス圏で推移しました。また、日銀は当座預金の一部に
△0.1％のマイナス金利を適用する方針を維持したこ
とから、無担保コール翌日物金利は概ね△0.08～
△0.02％近辺で推移しました。

△0.15

△0.10

△0.05

0.00

0.05

当期首 当期末

（％） 無担保コール翌日物金利
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○組入ファンド
当期末

2019年９月25日
短期金融資産 マザーファンド 100.0％
その他 0.0％
組入ファンド数 1

（注）組入比率は純資産総額に対する評価額の割合です。

（注）資産別・通貨別配分の比率は純資産総額に対する評価額の割合、国別配分の比率は組入証券評価額に対する評価額の割合です。

当ファンドの運用の基本方針に適した指数が存在しないため、ベンチマーク及び参考指数を特定しておりません。

当ファンドの組入資産の内容

円
100.0％

○通貨別配分

日本
100.0％

○国別配分
その他
0.0％

親投資信託証券
100.0％

○資産別配分

当ファンドのベンチマークとの差異
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基準価額水準、市況動向等を考慮して、収益分配は見送りとさせていただきました。
なお、収益分配に充てず信託財産内に留保した利益については、運用の基本方針に基づいて運用を行います。

（１万口当たり・税引前）

項目
第９期

2018年９月26日～2019年９月25日
当期分配金 （円） －
（対基準価額比率） （％） (－)
当期の収益 （円） －
当期の収益以外 （円） －

翌期繰越分配対象額 （円） 482
（注１）「当期の収益」及び「当期の収益以外」は、円未満を切り捨てて表示していることから、合計した額が「当期分配金」と一致しない場合が

あります。
（注２）当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なり

ます。
（注３）－印は該当がないことを示します。

主として、短期金融資産 マザーファンドの受益証券への投資を通じて、わが国の短期金融資産等（短期公社債お
よび短期金融商品を含みます。）を中心に投資を行います。

分配金

今後の運用方針
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1万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要（2018年9月26日～2019年9月25日）
金額 比率

（ａ） 信託報酬 14円 0.140％ （ａ）信託報酬＝〔期中の平均基準価額〕×信託報酬率
期中の平均基準価額は9,907円です。
信託報酬に係る消費税は当(作成)期末の税率を採用しています｡

（投信会社） （11） （0.108） 委託した資金の運用、基準価額の計算、開示資料作成等の対価
（販売会社） （1） （0.011） 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、

購入後の情報提供等の対価
（受託会社） （2） （0.022） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

（ｂ） 売買委託手数料 － －
（ｂ）売買委託手数料＝〔期中の売買委託手数料〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払
う手数料

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）
（商品） （－） （－）
（先物・オプション） （－） （－）

（ｃ） 有価証券取引税 － －
（ｃ）有価証券取引税＝〔期中の有価証券取引税〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関す
る税金

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（公社債） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）

（ｄ） その他費用 1 0.008
（ｄ）その他費用＝ 〔期中のその他費用〕 ×10,000〔期中の平均受益権口数〕

（保管費用） （－） （－） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保
管及び資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監査費用） （1） （0.005） 監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用
（その他） （0） （0.003） その他は、金銭信託預入に係る手数料等

合計 15 0.148
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

なお、売買委託手数料、有価証券取引税及びその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファン
ドに対応するものを含みます。

（注２）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）「比率」欄は、１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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当期中の運用経過と今後の運用方針

日銀による「長短金利操作付き量的・質的金融緩和」政策が継続され、引き続き良好な国債需給環境が継続した
ことから、当期の短期国債利回りはマイナス圏で推移しました。また、日銀は当座預金の一部に△0.1％のマイナス
金利を適用する方針を維持したことから、無担保コール翌日物金利は概ね△0.08～△0.02％近辺で推移しました。
このような中、国債と比較してより利回りの高い非国債セクターの保有短期債の満期償還以降は、コールローン等
の比率を高めた運用を行いましたが、マイナス利回りなどの要因により、基準価額は小幅に下落しました。

基準価額等の推移

第12期首 第12期末
2019/110 11 12 2 3 4 5 6 7 8 9

2018/9

0

100

200

300

400

10,000

10,050

10,100

10,150

10,200

第12期首：10,138円
第12期末：10,129円
騰落率：△0.1％

基準価額（円）（左軸）
純資産総額（億円）（右軸） 参考指数（左軸）

基準価額の主な変動要因

(注)参考指数は、2018年9月25日の値を基準価額に合わせて指数化しています。

－ 35 －

添付ファンド_9pt_801794.indd   35添付ファンド_9pt_801794.indd   35 2020/01/21   11:07:082020/01/21   11:07:08



投資環境

日銀の金融緩和継続により短期国債のマイナス金利が常態化する中、国債と比較してより利回りの高い非国債セ
クターの保有短期債の満期償還以降は、コールローン等の比率を高めた運用を行い、市場運用ができない資金は
受託銀行の金銭信託へ預け入れました。

当ファンドのポートフォリオ

日銀による「長短金利操作付き量的・質的金融緩和」
政策が継続され、引き続き良好な国債需給環境が継
続したことから、当期の短期国債利回りは概ねマイナ
ス圏で推移しました。また、日銀は当座預金の一部に
△0.1％のマイナス金利を適用する方針を維持したこ
とから、無担保コール翌日物金利は概ね△0.08～
△0.02％近辺で推移しました。

△0.15

△0.10

△0.05

0.00

0.05

当期首 当期末

（％） 無担保コール翌日物金利
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○上位10銘柄
　当期末における該当事項はありません。

当ファンドの組入資産の内容

（注）比率は純資産総額に対する評価額の割合です。

円
100.0％

○通貨別配分

日本
100.0％

○国別配分

短期金融資産等
100.0％

○資産別配分

当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けておりません。
以下のグラフは、当ファンドの基準価額と参考指数の騰落率の対比です。

当ファンドのベンチマークとの差異

△0.2

△0.1

0.0

0.1
（％）

第12期

基準価額
参考指数
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わが国の短期金融資産等（短期公社債および短期金融商品を含みます。）を中心に投資を行い、わが国の無担保
コール翌日物金利の累積投資収益率を上回る運用成果をめざします。

今後の運用方針

1万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要（2018年9月26日～2019年9月25日）
金額 比率

（ａ） 売買委託手数料 －円 －%
（ａ）売買委託手数料＝〔期中の売買委託手数料〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払
う手数料

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）
（商品） （－） （－）
（先物・オプション） （－） （－）

（ｂ） 有価証券取引税 － －
（ｂ）有価証券取引税＝〔期中の有価証券取引税〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関す
る税金

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（公社債） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）

（ｃ） その他費用 0 0.005
（ｃ）その他費用＝ 〔期中のその他費用〕 ×10,000〔期中の平均受益権口数〕

（保管費用） （－） （－） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保
管及び資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監査費用） （－） （－） 監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用
（その他） （0） （0.005） その他は、金銭信託預入に係る手数料等

合計 0 0.005
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
（注２）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）「比率」欄は、１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額（10,132円）で除して100を乗じたものです。
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